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鈴木 隆志 個展『人間ホイホイ』 

 
■会　期 2017年10月14日（土）～ 2017年12月02日（土） 

■時　間 12:00～19:00 ｜ 日・月・祝休み　 

■会　場 KANA KAWANISHI GALLERY 

〒135-0021 東京都江東区白河4-7-6 白河和楽ビル1F/ TEL 03-5843-9128 

※本展は東京都現代美術館主催『MOTサテライト 2017秋』地域連携パートナーシップ事業です 

 

▼オープニングレセプション 
10月14日（土）18:00〜20:00 

 
 
 

 
video still from Another Ordinary Day (tentative) 

2017 | video | 10’15”  
© Takashi Suzuki, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 

KANA KAWANISHI GALLERYは、2017年10月14日（土曜日）より鈴木隆志（すずき・たかし）個展 

『人間ホイホイ』を開催いたします。  

 

■ 画像データのご依頼等は下記までご連絡下さい ■ 
 

KANA KAWANISHI GALLERY　　gallery@kanakawanishi.com　　TEL: 03-5843-9128 
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鈴木隆志は1986年生まれ。2008年慶応義塾大学理工学部卒業、2010年東京大学情報学環先端表現卒

業。主な個展に『ムダなルール』（2016年、BLOCK HOUSE）、『白線の上を歩きたくなる』（2015年、

GALLERY9.5 | Hotel Anteroom Kyoto)、主なグループ展に『規則と帰属 | Rules, Ascriptions』（2017年、KANA 

KAWANISHI PHOTOGRAPHY）など。 

 

鈴木は学生時代より一貫して、「人間の無意識行動」に着目し研究及び作品制作を行なってきま

した。「意識しなくても、教えられなくても、生きるのに必要ないのにしてしまう」と本人の表

する嗜癖行動には、人間の意識や前意識をしのぐ「何か」が存在し、鑑賞者に働きかけつづけま

す。 

 

例えば鈴木が修士学位論文として発表した「嗜癖誘発の要素抽出に関する研究」では、人間の嗜

癖行動をあらゆる側面から実験と共に検証しています。監禁状態下における被験者のストレス値

を計測したある実験では、「＊＊＊したら＊＊＊＊」というような自発的なルールを設けていた

被験者はそうでない者と比較して、ストレスの値がいちじるしく低くなるという結果を示すこと

に成功しています。また「不安定な状況（危険を喚起させる状況）」や「非可逆感を実感する状況（時

間経過がみてとれる状況）」下においてもまた、被験者の意識をむずむずと引きつけ続けるという実

験結果を得ることに成功していますが、鈴木の作品はまさにこれらの要素を凝縮させるプロセス

を経てすべて制作されています。 

 

人がしてしまう行動の無意識的領域を研究し、くすぐりつづける鈴木隆志の新作を集めた本展

は、弊廊での初個展となります。是非ともお見逃しなくご高覧いただけましたら幸甚です。 

 

■ 画像データのご依頼等は下記までご連絡下さい ■ 
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